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先端光・電子技術による輸送機器用次世代技術、新農業、健康・医療及び光エネルギー分野の基幹産業化を推進

地域イノベーション戦略

　浜松・東三河地域が保有する革新的気質、事業化への経験と実績、イノベーションの源泉である基盤技術と研究成果
を発展させ、新産業の創出を進めるとともに、産・学・官・金が横の関係で結び付く水平連携型（ネットワーク型）の産
業構造を構築する。最先端の光・電子技術を基盤として、より良いQOL(Quality of Life)を志向する安全・安心・快適
で成長可能な社会を実現するための「ライフフォトニクスイノベーション」を持続的に展開し、輸送機器用次世代技術、
新農業、健康・医療及び光エネルギーの4つの産業分野の基幹産業化を推進する。

事業の内容

1. 地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積（実施機関：静岡大学、浜松医科大学）
　　静岡大学と浜松医科大学が研究者を招へいし、密接に連携して、テラヘルツ波を含むあらゆる波長の光・電磁波の
　技術を活用し、医療における診断・分析に役立つ医療機器や創薬への応用技術を開発する。　
2. 地域イノベーション戦略実現のための人材育成プログラムの開発及び実施
   （実施機関：光産業創成大学院大学、豊橋技術科学大学）
　　先端光・電子技術を拠り所としてイノベーションの展開を担う革新的な人材を養成するための人材育成プログラム
　を開発・実施する。
　　光産業創成大学院大学は、新製品のみならず、新産業をつくりあげることができる人材を育成することを目的とし
　て“光産業創成プロデューサー”育成プログラムの開発及び実施を、豊橋技術科学大学は、地域が持つ光・電子技術
　を活用したセンシング技術、複合環境制御技術、光合成環境の最適化技術などを基に、植物工場の管理運営に必要
　な広範な基礎知識を習得し、安全で、高品質、高収量で安定な植物工場経営ができる人材を養成することを目的とし
　て“最先端植物工場マネージャー”育成プログラムの開発及び実施を行う。

3. 大学等の知のネットワークの構築（実施機関：公益財団法人浜松地域イノベーション推進機構）
　　地域連携コーディネーターを配置して、大学等研究機関、企業、金融機関を含めた事業化ユニットを形成して事業
　化を支援する。併せて、国内外への展示会への出展等を
　通じて市場・販路を開拓する。

4. 地域の大学等研究機関での研究設備・機器等の共用化
　（実施機関：浜松医科大学）
　　浜松医科大学・産学官共同研究センターが管理運営
　する研究用の「高速CT装置」「高磁場MRI装置」等最新
　医療装置の産学官共同利用を促進し、産学・学学連携
　研究を加速するための共用促進事業を行う。これによ
　り、本地域の多数の企業が取り組んでいる医療関連機
　器の開発、無機物、動植物の非破壊分析への活用、画
　像処理技術の開発推進を進め、医療用のイメージング
　装置、周辺機器、画像処理技術を用いた健康医療産業
　における新規事業化に向けた技術開発を加速する。

ライフサイエンス

その他

●国際競争力強化地域（平成24年～28年度）

浜松・東三河ライフフォトニクスイノベーション
総合調整機関
公益財団法人　浜松地域イノベーション推進機構
〒４３２-８５６１　
静岡県浜松市中区城北三丁目5-1
静岡大学浜松キャンパス内
TEL０５３-４７１-２１１１

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…浜松商工会議所、豊橋商工会議所、（株）サイエンス・クリエイト、
　 （公財）浜松地域イノベーション推進機構
学…静岡大学、浜松医科大学、光産業創成大学院大学、豊橋技術科学大学
官…静岡県、浜松市、愛知県、豊橋市
金…静岡銀行、浜松信用金庫、遠州信用金庫、豊橋信用金庫
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　本プログラムは、地域の特長を生かした産業創造育成の活動であり、地域

に財産を残すシステム作りでもある。プログラム終了後も事業化ユニットによ

る具体的事業の推進を行い、最終的には事業の成功によりもたらされる資金

を、次の資金とする「イノベーション・エコサイクル」の実現を目指している。

略歴：昭和54年（株）日立製作所
入社。平成22年からスマートシ
ティ事業統括本部担当部長を経て、
現職

プロジェクトディレクター

坪 井 　 務

次世代モノづくりのためのナノ計測分析ツールを活用した産学官連携によるナノテクイノベーションの実現

地域イノベーション戦略

　愛知県が愛・地球博跡地に整備した、付加価値の高いモノづくりを支援する研究拠点「知の拠点あいち」において、
最先端の計測分析ツール（シンクロトロン光と高度計測分析・実証試験装置）を活用して、モノづくりのイノベーション
の基盤となる産学官連携による研究開発を行い、ナノ計測分析ツールに裏打ちされた高機能部材・デバイスを実現する。
この実現を強力に推進するため、キーマンとなる研究者とコーディネータを配置し、計測分析ツールの高度化や事業化
を加速する。

事業の内容

1. 地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積（実施機関：名古屋大学、名古屋工業大学、豊橋技術科学大学）
　（1）県主導による重点共同研究開発（名古屋大学、名古屋工業大学、豊橋技術科学大学　平成23～27年度）
　　県主導による産学官共同研究開発（重点研究プロジェクト）は、大学等のシーズをもとに企業による製品化を図ること
　を目的とし、3テーマそれぞれに国際的優位性のあるシーズを持つ研究者を国内外から招聘し、研究開発を推進する。　

　（2）地域企業・大学等によるナノテク研究開発（名古屋大学　平成23年度～）
　　「知の拠点あいち」の計測分析ツールをさらに高度化するため、これらに関する優れたシーズを持つ研究者を地域外
　から招聘し、地域企業・大学等によるナノテク研究開発を推進する。

2. 大学等の知のネットワークの構築（実施機関：公益財団法人科学技術交流財団）
　　大学等のシーズから企業の製品化・実用化という橋渡し研究としての重点研究プロジェクトの実効性を高めるた
　め、重点研究プロジェクト地域連携コーディネータを配置し、大学等のシーズと企業ニーズを詳細に把握し、研究管
　理、新たなシーズ・ニーズのマッチング及び事業化支援等を行う。
　　また、シンクロトロン光をはじめとした計測分析ツールを活用した大学等の解析・評価技術を、企業の製品開発や
　課題解決につなげるため、分野ごとにシンクロトロン光地域連携コーディネータや、高度計測分析機器地域連携コー
　ディネータを配置する。これにより、企業が潜在的に抱える技術的課題に対して、ナノテクに立脚した課題解決手法
　を提供し、地域企業・大学等によるナノテク研究開発を促進する。さらに、地域企業のナノテク・シーズを活かした事
　業化・製品化の取組を支援するためナノテク事業化促進地域連携コーディネータを配置し、ナノテク・シーズとニーズ
　のマッチング、事業化に向けた地域企業等の取組支援を行う。

ナノテク・材料

●国際競争力強化地域（平成23年～27年度）

愛知県「知の拠点」ナノテクイノベーション戦略推進地域
総合調整機関
公益財団法人　科学技術交流財団
〒４７０-０３５６　
愛知県豊田市八草町秋合１２６７番１
「知の拠点あいち」あいち産業科学技術総合センター内
TEL０５６１-７６-８３２３

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…一般社団法人中部経済連合会、名古屋商工会議所
学…名古屋大学、名古屋工業大学、豊橋技術科学大学、豊田工業大学
官…愛知県
金…株式会社三菱東京UFJ銀行
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　自動車に代表されるモノづくりの厚い産業集積を有する愛知県では、

付加価値の高いモノづくりを支援する研究開発拠点「知の拠点あいち」

の整備を行った。地域産学官の研究交流の結節点としての役割を担う当

財団が、「知の拠点あいち」で行うプロジェクトの推進役を担い、ここを

舞台に、ナノテクに関連する革新的な新製品・新技術の創出に注力してい

きたい。

略歴：昭和52年に愛知県へ入庁後、
「知の拠点」など県の科学技術政策
等に従事し、平成23年3月に退職
後、同年6月、（公財）科学技術交流
財団の専務理事に就任した。

プロジェクトディレクター

岩 田 　 勇 二
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テーマ①　微粒子ピーニング装置
（提供：名城大学 宇佐美研究室）

テーマ②　液状食品金属検査装置
（提供：豊橋技術科学大学　田中研究室）

テーマ③　疾病マーカー検出デバイス
（提供：名古屋大学　馬場研究室）

テーマ：①
低環境負荷型次世代

　　　　　ナノ・マイクロ加工技術の開発
②食の安心・安全技術開発 ③超早期診断技術開発

次 世 代 リ ー デ ィ ン グ 産 業

新たな基盤技術
(ハイレベルな
研究者・技術者・CD

招聘者の研究の事業化

知的クラスターの事業展開
招聘研究者の研究成果の集積
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